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Q20 
色の変わる口紅はどうして色が変わるのですか？ 

 

 

 

 

 

緑や黄色の口紅を唇に塗ると、赤やピンクになる「色
の変わる口紅」があります。どうして色が変わるのでし

ょうか？ 
口紅に使われている色素には法的な規制があり、

限られていますし、食用色素にはさらに厳しい規制が

あります。しかし、色の変わる口紅は当社の製品で
はないので、そこに含まれる化学品が何であるかを知

ることができません。また、残念ながら回答者は男性

で、口紅を持っていませんので、これ以上詳しく調べ
ることができません。したがって、以下の説明は化学

的な可能性を示しただけで、現在市販されている

「色の変わる口紅」とは無関係ですので、ご了承くだ
さい。また、説明に出てくる化学品は化粧品への使

用が認められているものとは限りませんので、ご注意

ください。 

口紅が容器に入った状態と唇に塗ったときとで、まず

温度が違います。それに、人間の肌は弱酸性です
し、水分も含まれています。これらの条件によって色

が変わると考えられます。 

温度によって色が変わる色素は「感熱色素または感
温色素」と言われます。代表的な物は感熱紙

（Q17 参照）に使われている色素です。感熱紙で

は、150℃以上の高温で着色しますが、この温度を
体温（～38℃）程度に低くすれば、唇に塗ったとき

に発 

 

 

 

 

色させることができます。例えば、ジブチルフェノール

（2,6-di-tert-butylphenol, mp 35-38℃)は室温で

は固体ですが、35～38℃付近で融けて液体になり
ます。そこで、これに色素と顕色剤を混合しておくと、

唇に塗ったとき融けて、色素と顕色剤が反応して赤

く着色するようになります。 

 

 

 

 

 

容器内では無色で、肌に塗ると色が着く口紅は上

のようなものでいいですが、最初が黄色で唇に塗ると
赤くなる口紅は少し工夫が必要です。しかし、唇は

水分があって弱酸性であることを利用すると、これも

可能になります。 
酸性、中性、アルカリ性で色素の色が変化すること

を、Q19 で説明しました。そこで出てきた指示薬のメ
チルオレンジを使って、黄色から赤色に変わる口

紅？を作ってみましょう。メチルオレンジをあらかじめ

酸性にして黄色にしておきます。この黄色の色素を温
めてジブチルフェノールに溶かし、冷やして口紅としま

す。これを唇に塗ると、体温でジブチルフェノールが融

容器内では無色で、唇に塗ると色が着く口紅？ 
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けて黄色の色素が出てきます。水分のある弱酸性の

皮膚に触れると、黄色のメチルオレンジは赤色に変

色します。（注意：口紅を自作する場合は、色素

や薬品が安全であるかを確かめてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温度によって可逆的に色が変わるものは少し工夫が
必要です。 

温度計に使われる液晶は、温度によって液体になっ

たり結晶になったりして色が変わるので（Q6 参
照）、色素の色が温度で変化するのではありませ

ん。 

 

 

 

 

繊維に使われているものとしては、スキーウエアーがあ

ります。スキーをしている寒いときと、ホテルのロビーの

温かいところで色が可逆的に変わるもので、２種類
のスキーウエアーを着ているようにみえます。これは、ロ

イコ色素と色素が温度によって可逆的に変わるもの

と、顕色剤やロイコ色素の組み合わせのものとがあり
ます。 

低温で無色で高温で着色する感熱色素でも、可逆

的な脱色、発色システムを作ることができる。このた
めには、温度を下げたときに容易に結晶化する顕色

剤を使います。温度が下がって顕色剤が結晶化する
と、顕色剤と色素が分離し、色素は再び無色のロイ

コ色素に戻ります。 

 

 

 

 

セルロースの誘導体などの高分子には温度によって
親水性になったり親油性になったりする物もあるの

で、これに顕色剤とロイコ色素を入れておくと、色が

可逆的に変わります。温度によって芳香剤が出たり
出なかったりするシステムや、体温が高くなったら解

熱剤が出て、温度が下がったら薬が止まるシステムに

することができます。 

 

 

 

メチルオレンジを用いた、黄色→赤色変化の口紅？ 

温度による液晶の色変化 

可逆的な感熱色素 
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●著作権について 

キリヤ色と化学の Q&A の文書、画像、デザインなどの著作権

は、キリヤ化学株式会社に帰属します。このサイトの内容を転

載される場合は、弊社 までご一報下さり了解をお取り下さい。

なお、提供者が記載されている写真・絵に関しましては、著作

権は提供者に属しますので、恐れ入りますがそちらの方へ直接

お問い合わせ下さい。 

●内容について 

できるだけ科学的に間違いの無いようにしていますが、わかりや

すく説明するために実際とは異なる記述もあります。また、科学

的に証明がされていないことも述べていますので、ご自身でご確

認されますようお勧めいたします。 

キリヤ色と化学の Q&A 内の情報のご利用により、万一何らか

の損害が発生したとしても、当社は一切の責任を負いません。 

https://www.kiriya-chem.co.jp 
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